















































































































































































































































































































































本的な意思は共通していた。タゴールの自由、解放への世界観を、“aamara mukti aaloy’a 
aaloy’a［私の自由、燦々と光交わる］”（1926年作曲）の歌の中に聞き取ることができる。





































 3) 我妻和男『タゴール　詩・思想・生涯』麗澤大学出版会、2006年、327–336 頁年表参照。








 8) 我妻和男「タゴールと音楽、舞踊」『タゴール　詩・思想・生涯』第 5章、218頁参照。森本達
雄『ガンディーとタゴール』第三文明社、1995年、17–19頁。


















から」（筆者訳）。R. Tagore, Sangit Chinta［音楽論］ (Visva-Bhatati Granthan Bibhag, 1907), 81.
 13) タゴール家の家系図については K.クリパラーニ（森本達雄訳）『タゴールの生涯（全）』第三文
明社、1981年、9頁の家系図参照。我妻和男『タゴール　詩・思想・生涯』巻末、8頁の家系図
参照。
 14) インディラデヴィへの手紙（筆者訳）。1894年 9月 10日付。Sangit Chinta, 190.
 15) 1924年 8月 7日付け日記（ヨーロッパへ向かう船上にて）の記述を参照。Sangit Chinta, 196.
 16) Vishnu Chokrobortiはブラフモ協会の歌手であり、タゴール家専属音楽教師。彼から習ったベン
ガルのチョラ（韻律詩）は、タゴールの心を躍らせ、晩年になっても忘れることはなかった。
Sangit Chinta, 176.
  　　・eka ye chila bederamey’e ela paar·aate
  　　　［ある日ジプシー娘が村に来おってな…］
  　　・candra suurya haara meneche, jyanaaka jbhaale baati
  　　　［蛍の灯す明かりには、お月様もお天道様もかなわぬと］ （筆者訳）




呼びかけに歌い返さないまでは気がすまない、といようでした」（筆者訳）。R. Tagore, Sangit 
Chinta, 177.










と回想は始まる。R. Tagore, Chelebela［回想］(Visva-Bharati Granthan Bibhag, 1940).





 21) トッパ (Toppa)はインド古典音楽の歴史において比較的新しく、主にパンジャブ州のラクダ遣い
の間で歌い継がれていた。中でもショリミヤという歌手は有名だが、ベンガル州ではニドゥバ
ブ、スリドルコトックといった歌手による歌は広く知られている。後にタゴールも影響を受け、
“ke basile aaja hriday’a aasane［心の神殿にどなたがいらしたのでしょう］”などトッパスタイル
の歌を多く作曲している。
176




“naa caahile yaare paawaa yaay’e［求めなくなったときはじめて］”などキルトンをベースにした
曲も多く作曲した。
 23) Dhrupad（又は Dhrubapad）という言葉にはもともと「ぐらつかない」「安定した」という意味



















Rabindra Sangit［タゴールソング］(Visva-Bharati Granthan Bibhag, 1909), 28.
 26) Jyotirindranath Tagore (1849–1925)はタゴールの 5番目の兄。我妻和男『タゴール　詩・思想・
生涯』巻末 8頁、家系図参照。
 27) Sangit Samaj　1897年、ジョティリンドラナート・タゴールによってインド音楽研究施設として
コルカタに創設された音楽教会。月刊 Vinavadini［ヴィーナ奏者］(1897)と Sangit Prakashika［音
楽発行協会］(1901)の 2誌を発行。http://banglapedia.search.com.bd/HT/T_0019.htm参照。






 29) Swami Pragyananada, Sangit Rabindra Pratibhardan［タゴールソング、珠玉の捧げもの］(Sri. 
Ramakrishna Vedanta Motha, 1957), 9（筆者訳）.































Rabindrajibankatha［タゴールの人生］(Visva-Bharati Grantan Bibhag, 1959).
 38) 1903年、愛する幼子、次女レヌカが僅か 12歳で他界している。この歌が作曲されるまでには約
7年という、歳月が流れている。この心境に至るまでの悲しみの深さを感じる。










 41) ベンガル語の韻をふんだチョラという詩句の響きは心地よい。タゴールが 10歳の時、窓辺に降
り出した雨の音に耳を済ませていると、心の中に「jala par·e paataa nar·e」という詩句が浮かんで
きたそうで、このフレーズを何度も何度も繰り返し発音する楽しさ、その感動は忘れないと語っ
ている。幼き詩人の喜びがひしひしと伝わってくる思い出の瞬間である。森本達雄『ガンディー
とタゴール』、210 頁。K.クリパラーニ『タゴールの生涯（全）』34–35頁。
 42) 日野原重明『テンダーラブ』ユーリーグ、2004年、188頁。
 43) 高良とみ『非戦を生きる』ドメス出版、1983年参照。
